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株式会社ワーク・ライフバランス 

「北陸一働きやすい病院」を目指す糸魚川総合病院が働き方改革で連休を取得しやすい職場へ 

●医事課チームはマニュアル作成方法を見直して 9連休の取得が可能に 

●内視鏡チームは大腸内視鏡検査時の院内 FAX 廃止で病棟看護師の月間作業時間が 9割減 

●手術室チームは手術ごとに立ち合い看護師の適正人数を見直し、平均 3人から 2.5 人に削減 

難易度の高い手術件数が 31％増えたにもかかわらず、平均時間外勤務時間を 16％削減の成果

を実現 
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2006 年創業以来、これまでに働き方改革コンサルティングを 2,000 社以上に提供してきた株式会社ワ

ーク・ライフバランス(本社：東京都港区、代表取締役：小室淑恵、以下「当社」) は、2021年 10月か

ら、新潟県厚生農業協同組合連合会 糸魚川総合病院(所在地：新潟県、病院長：山岸文範、以下「糸魚川

総合病院」)に働き方改革コンサルティングを提供してきました。このほど、医事課でマニュアルの整備・

作成方法も見直しを行い 9 連休の取得が可能になったほか、内視鏡チームでは大腸内視鏡検査時の院内

FAX 廃止で病棟看護師の検査一覧表作成にかかる月間作業時間が 84 分から 8 分と約 9 割減を達成するな

どの成果を上げました。また、医療業界では困難といわれる医師・看護師の連休取得を目指し、慣習で見

直してこなかった手術室の立ち合い看護師の人数を、手術の難易度と看護師の習熟度により手術ごとに

適正人数を見直して平均 3人から 2.5人に削減。2022年 4月は難易度の高い手術件数が 31％増えたにも

かかわらず、平均時間外勤務時間を 16％削減できました。 

 

さらに、病院の経営幹部自らが働き方改革の必要性を強く発信、勤務する医師や看護師が働き方改革に

取り組みやすい環境整備が進みました。 

これらの成果をもとに、糸魚川総合病院は、働き方改革を進め長時間労働の改善やサステナブルな医療

体制の確立によって、「北陸一働きやすい病院」として、医師・看護師が定着する病院を目指し、今後働

き方改革の取り組みをさらに広げます。 



  

▲手術室チーム 田澤医師による発表の様子             ▲内視鏡チームの発表資料抜粋 

【糸魚川総合病院が働き方改革を行った背景】 

糸魚川総合病院は、38 人所属する医師のうち 7 人が新幹線で県外から通勤するなど、県内で優秀な医

師・看護師を確保することが難しい状況のため、医療現場特有の緊急対応を柔軟に行うことが難しくな

っているという課題がありました。他方、糸魚川総合病院は糸魚川市の唯一の総合病院であり、市の中核

医療を維持し、市民の健康を守るといった責務があります。そのため、優秀な医師・看護師の確保という

挑戦に真摯に向き合い、医療従事者の働き方改革を急ぎ進める必要性がありました。 

当社の働き方改革コンサルティングの導入以前より、山岸病院長自らが現場の医師・看護師に複数回の

インタビューを実施し、現場が抱える働き方の課題と向き合ってきました。その結果、以前からの慣例で

行われていて効率化できそうな仕事があることや医師や看護師、病院スタッフ同士のコミュニケーショ

ン不足や柔軟な役割分担ができていないといった問題が発生していることがわかりました。また、以前

実施した新潟県厚生連アンケート調査では、働き方の問題から「当院で仕事をしていきたいか？」という

質問に対して、賛同意見が他の業種と比べ低めであるといった結果も出ていました。 

こうした問題や環境を改善するべく、2021 年 2 月に働き方改革に関する意識改革を開始、働き方改革

に関する意識改革講演を実施しました。さらに 2021 年 10 月からは医事課チーム、内視鏡チーム、手術

室チームの 3チームを対象に、株式会社ワーク・ライフバランスによる「働き方改革コンサルティング」

を導入しました。 

 

【働き方改革コンサルティングについて】 

当社が提供する「働き方改革コンサルティング」は、約８か月間で働き方改革に必要なノウハウを現場

に定着させる伴走型のコンサルティングサービスで、民間企業や行政、医療機関など様々な業種業態・勤

務形態の組織に提供しています。 

当社の働き方改革コンサルティングは、各社員や所属メンバーの時間の使い方の可視化や、チームでの

課題整理や働き方の見直しを促す「カエル会議」を行うことで、時間当たりの生産性向上や私生活の充実

を実現し、イノベーション創出につなげていくことが特徴です。指導型のコンサルティングではなく、コ

ーチング技術を用い、現場が自発的に考え始める仕組みを提供します。2006 年の創業当時より提供を開

始、それ以来、2,000社の企業の働き方改革に伴走し、残業時間半減や労働生産性３割増、新規事業の創

出といった成果につなげてきました。2020年に発生した COVID-19影響下においても、オンライン会議シ

ステム等を用いて継続的な取組みを行う企業がほとんどです。 

 

【糸魚川総合病院における働き方改革コンサルティングの取組み内容と成果】 

2021年 10月から開始した働き方改革コンサルティングでは、看護師・内視鏡担当医師混合の内視鏡チ

ーム、医師・看護師・臨床工学技士混合の手術室チーム、事務職員の医事課チームの計 3チームにて働き

方改革先行トライアル実施しました。病院として、働き方改革の優先順位は高いため、COVID-19 の対応

と並行して、オンラインも活用し働き方改革を継続してきました。 

取り組み内容としては、チームごとに課題を見つけ解決策を議論する「カエル会議」の実践が主です。

具体的には、自分自身、チームでの働き方を振り返り、本来の主業務にあてる時間を増やし、時間の効率



化とお互いの業務を助け合い、チームで仕事を進められるようにしました。また、カエル会議内で行われ

る「付箋ワーク」を導入したことで、みんなの意見を出し合い、職種に関係なく、議論できる会議へと変

えました。 

 

各課の主な取組みおよび成果は以下の通りです。 

 

＜医事課チーム＞ 

・ 通常業務と平行して残業は増やさず、マニュアルの整備、チェックリストの運用を行い、9連休取得

を実現 

 

＜内視鏡チーム＞ 

・ 大腸内視鏡検査時に院内 FAX 廃止で、看護師の情報伝達の月間作業時間 280 分(4 時間 40 分)削減を

実現 

・ 大腸内視鏡検査時の院内 FAX廃止し、システム活用したことで、メモタックに手書きで書き写しして

いた検査一覧表作成にかかる月間作業時間が 84分から 8分へ、約 10分の 1に減少 

・ 医師の PHS対応のルールを決め、院内へ周知したことで、医師は PHS対応で診療や検査を中断するこ

となく集中して実施 

 

＜手術室チーム＞ 

・ 手術内容に合わせて、手術立合い看護師人数を見直し、平均 3 人から 2.5 人に削減し、2022 年 4 月

は難易度の高い手術件数が 31％増えたにもかかわらず、平均時間外勤務時間を 16％削減 

・ 各診療科の医師が管轄する手術機械・材料を断捨離期間を設けて整え、機能的な空間を実現 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲手術室：2022 年 4月度における手術件数と平均時間外勤務時間              

 

 

▲資材を保管する棚の断捨離 前後               ▲手術に使用する機材の断捨離 前後 

 

また、病院長自ら機会があるごとに働き方改革の必要性を強く発信したほか、 

・ 会議時間の見直し 

・ 患者家族への病状説明時間帯の見直し 

・ 病棟面会時間の短縮 

・ 日当直・平日 ER 当番の定時での交代の徹底 

・ 一人医長である眼科手術数の抑制 

・ 定年再雇用医師による救急担当日を増やしタスクシフトを推進 

・ 中央材料室業務の外部委託 

など12の具体的な取り組みを実施し、勤務する医師や看護師や職員が働きやすい環境整備が進みました。 

 

今後は、2021 年度の成果を礎に、病棟での働き方改革コンサルティングを提供し、より一層の働き方

改革の進化と病院内の連携の強化、相互支援する意識の醸成・拡大による自律的な働き方改革を広げて

いく予定です。このほかにも、透析担当医師の勤務時間シフト制の導入や、中央材料室業務の外部委託で



手術室スタッフの業務の効率化を図れたことから午前中からの手術の実施、特定医師の院外勤務日減少

による労働時間の抑制、クラークによる初診患者のカルテ問診記載などをすすめ、医師や看護師が働き

やすい職場と、持続可能な医療体制を両立し、地域の患者さんに安心していただける医療環境の提供を

行っていきます。 

 

■「働き方改革コンサルティング」を通した変化に関するコメント 

新潟県厚生農業協同組合連合会 糸魚川総合病院 病院長 山岸文範様 

病院には「医療をとおして地域社会へ貢献する」という崇高なミッショ

ンがありますが、それを実行するうえで医師や看護師の自己犠牲に甘えて

きた面があります。しかし労働者人口の減少が目で見えるようになった今、

患者さんと職員の幸せを両立させる職場として病院を成長させなければな

りません。働きかた改革はとても良いきっかけです。当院はワーク・ライ

フバランス社のコンサルティングのもと、他の地域医療病院に先駆けすべ

ての職員に対する働きかた改革を進めています。 

得られた成果は二つあります。 

一つはコンサルティング中のカエル会議そのものの効果です。今まで会話の少なかった医師と看護師な

どの間で真剣なコミュニケーションがとられたこと、技術職である若い看護師が医師を含めたチームの

中でリーダーシップを発揮する場があったこと、医師が他の職種の労働時間や環境を心配し続けること

で改革を進めようとしたこと。 

もう一点は報告会で示された成果そのものです。医事課が 9 連休取得という明確な目標を提示し業務

の効率化や互いのサポートを進めたこと、煩雑な仕事をシンプルにする断捨離の実行、必要だと思い込

んでいた部署間 FAX の廃止など今まで無理だと決めつけていたことへの取り組みが成果として示されま

した。 

とは言っても改革は始まったばかりです。年輪を重ねるように一歩ずつ「北陸一働きやすい病院」とい

う大きな幹へ育てたいと思います。今回は最初の年輪として記念すべき改革になったと考えております。 

 

■糸魚川総合病院への「働き方改革コンサルティング」導入について 

導入目的：長時間労働削減及び生産性向上 

導入開始：2021年 10月 

導入人数：約 25名 

対象部署： 医事課チーム、内視鏡チーム、手術室チーム 

実施内容： 

・チームごとに課題を見つけるカエル会議の実践 

・付箋ワークにより解決策を議論する全員参画型の会議の実践 

・病院長や事務局となる総務課への定期的なアドバイスの提供 

 

■働き方改革コンサルティング概要 

・提供開始：2006年 7月 



・対象：企業や教育機関、官公庁、自治体など、生産性向上を目指す組織 

・料金：5,000,000円〜 

・累計導入企業数：約 2,000社 

・提供内容： 

・経営との連携強化：働き方改革と経営方針との関連性を整理、経営戦略への落とし込み 

・意識改革の実施：関わる社員の働き方改革の必要性や取り組み方針への理解の促進 

・朝夜メールの実施：朝に業務予定を立て終業時に振り返ることによる時間の使い方の改善 

・カエル会議の実施：生産性向上に向けた議論を行う会議の定期的な開催支援 

・業務プロセス改善の実施：業務プロセスの改修の完遂支援 

・特徴 

-創業以来残業ゼロでありながら売上も上げるという実績に裏付けられたノウハウの提供 

-成果の出る手法を具体的に人事部等に提供、自走できる組織への転換の支援 

-現場との定期的な対話を通じた実践的な支援の提供 

-意識改革から具体的な成果の捻出、人材育成までワンストップでのサポートの提供 

◆糸魚川総合病院について 

会社名：新潟県厚生農業協同組合連合会 糸魚川総合病院 

代表者：病院長 山岸文範 

サイト：https://www.itoigawa-hp.jp/index.php 

創立年月：1938年 3月 

診療科：内科・小児科・外科・脳神経外科・産婦人科・耳鼻咽喉科・眼科・整形外科・皮膚科・泌尿器科・

精神科・麻酔科・歯科・放射線科・心臓血管外科・呼吸器外科・リハビリテーション科・循環器内科・消

化器内科・消化器外科・救急科 

 

◆株式会社ワーク・ライフバランスについて 

2006年創業、以来 16年にわたり企業の働き方改革により業績と従業員のモチベーションの双方を向上さ

せることにこだわり、働き方改革コンサルティング事業を中心に展開。これまでに自治体・官公庁も含め

企業 2,000社以上を支援。残業 30％削減に成功し、営業利益が 18％増加した企業や、残業 81％削減し有

給取得率 4 倍、利益率 3 倍になった企業などの成果が出ている。長時間労働体質の企業への組織改革が

強み。コロナ禍において、「朝メールドットコム®」導入企業は 7倍に伸びている。 

 

会社名：株式会社ワーク・ライフバランス 

代表者：代表取締役社長小室淑恵 

サイト：https://work-life-b.co.jp/ 

創立年月：2006年 7月 

資本金：1,000万円 

主な事業内容：働き方改革コンサルティング事業・講演・研修

事業コンテンツビジネス事業・コンサルタント養成事業働き

方改革支援のための IT サービス開発・提供、「朝メールドッ

https://www.itoigawa-hp.jp/index.php
https://work-life-b.co.jp/


トコム®」「カエル会議オンライン®」「ワーク・ライフバランス組織診断」「介護と仕事の両立ナビ®」、カ

ードゲーム体験型研修「ライフ・スイッチ®」 

実績：1,000 社以上（国土交通省、鹿島建設中部支店、住友生命保険相互会社、アイシン精機株式会社、

内閣府、三重県、埼玉県教育委員会など） 

 

・代表小室淑恵プロフィール 

2014年 9月より安倍内閣「産業競争力会議」民間議員を務め、働き方改革関連法案施行に向けて活動し、

2019年の国会審議で答弁。2019 年 4月の施行に貢献。国政とビジネスサイドの両面から働き方改革を推

進している。年間 200回の講演依頼を受けながら、自身も残業ゼロ、二児の母として両立している。 

 

＜本件に関する報道関係者様からのお問合せ先＞ 

株式会社ワーク・ライフバランス 広報 田村 

TEL：03-5730-3081 ／ Mobile：080-3347-3081（田村） ／ Email： media@work-life-b.com 


